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1．次の□にはあてはまる数または文字を入れ，［　］にはその語群の中からあてはまるものに○をつけよ。

　(1) n人の身長のデータの度数分布表を作る。このとき各階級の幅は［同じにする・大きい値ほど広くする・小さい値ほど広くする・特に指定はない］。また，階級の中央の値を［ヒストグラム・頻度・階級値・モード］という。ここで，全体をk個の階級に分けたとき，小さい方から順に各階級の度数を f1，f2，･･･，fkとすると，

 f1＋f2＋･･･＋fk＝　　　　　，3番目の相対度数は　　　　　　　，3番目の累積相対度数は　　　　　　　　

と表せる。

(2) Xがaからbの間にある確率を P(a≦X≦b) と表記する。X が正規分布 N(80，32) に従うとき，P(77≦X≦83)＝　　　　　　　である。

　(3) ある袋もののあられの重さの分散は121ｇであることがわかっている。今，その製品30袋を取り出したところ，平均が120.3ｇであった。このとき，この製品の重さの平均μの信頼区間は，120.3－
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となる。信頼係数が95％のとき，a＝　　　　　，b＝　　　　　，c＝　　　　　となる。 

　(4) 2つの変量 x と y を xy平面にプロットした図を［棒グラフ・ヒストグラム・散布図・折れ線グラフ］という。この x と y から求められる
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を［相関係数・共分散・標準偏差・平均］と呼び，これを－1から＋1に変換したものを［相関係数・共分散・標準偏差・平均］と呼ぶ。この数値は，絶対値が大きいほどその点の集まりの直線的傾向が［なく・弱く・普通で・強く］，符号が＋ならば x と y を xy平面にプロットしたグラフは［右上がり・右下がり・平行・垂直］になっている。この数値を解釈して， y の現象の原因は x であると［結論を出すことができる・単純に結論してはいけない・結論するのは間違いである］。

2．アンパンのチェーン店が1つの支店の調査をした。その支店のアンパン10個の重さを量ったところ，結果は次の通りであった。これについて，下の問に答えよ。
	アンパン
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10

	重さ
	100
	100
	107
	105
	102
	100
	108
	106
	106
	106


(1) この支店の10個のアンパンの平均と標準偏差を求めよ。計算は定義に従い，途中の式を明記すること。
(2) このチェーン店ではアンパンを1個106gで作ることになっている。調査の対象となった支店の支店長は「うちではきちんと106gにしています」と言っている。上の10個のアンパンがこの支店で作られるアンパンの標本であるとすると，この支店長の言い分は認められるか。有意水準5％で検定せよ。


3．0，1，2，3のうち1つの数値が記されたインスタントくじがある。このくじを引き，毎週火曜日にコンピュータが当たりの数値を抽選するようになっている。過去120週のコンピュータが抽選した数値は次の通りであった。このコンピュータからの4つの数値の出現率は，どれも同じといえるか。有意水準1％で検定せよ。

	数値
	0
	1
	2
	3
	計

	回数
	48
	27
	24
	21
	120


＜裏へ＞
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